



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































辞書形 よむ　　　きる きる　　ねる する　　くる
yomu　　kirukiru　　nerus ru　　kuru
ナイ形 よまない　きらない きない　ねない しない　こない
yomanai　kiranaikinai　nena1shinai鼓onai
マス形（連用形） よみ　　　きり き　　　ね し　　　き
yomi　Ririkl　　　簸e shi　　ki
バ形（条件形） よめば　　きれば きれば　ねれば すれば　くれば
yomeba　kirebakireba　nerebasureba装ureba
命令形 よめ　　　きれ きう　　ねろ しろ　　こい
yome　　kirek三ro　　neroshiro　kd
（ヨ）ウ形（意向形） よもう　　きろう きよう　ねよう しよう　こよう
yomoo　kirOOkiyoo　neyooshiyQO　koyOO
テ形 よんで　　きって きて　　ねて して　　きて
yQnde　kittekite　　neteshite　kite
タ形 よんだ　　きった きた　　ねた した　　きた
yonda　kittakita　　netashita　kiね
タラ形 よんだら　きったら きたら　ねたら したら　きたら
yondara　kitもarakitara　netarashitara　kitara














































































































































































































































































他動調 自動詞 他動詞 自動詞
（～を）あける （～が）あく （～を）しめる （～が）しまる
（～を）つける （～が）つく （～を）消す （～が）消える
（～を）こわす （～が）こわれる （～を）なおす （～が）なおる
（～を）決める （～が）決まる （～を）かえる （～が）かわる
（～を）集める （～が）集まる （～を）並べる （～が）並ぶ
（～を）倒す （～が）倒れる （～を）破る （～が）破れる
（～を）入れる （～が）入る （～を）出す （～が）出る

































なる ある 行く 通る 蘭がる
しまる できる 来る 歩く 出る
つく 要る 帰る 走る 入る






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































D E B A　　　D E c
F
A　接続語そのものに関するもの
　　　・適切な接続譜が使われているか。
　　　・接続語の意味・用法が正確に理解されているか。
B　接続語の前に来る要素
　　　・品詞の種類（動詞か，形容詞か，名詞か。助詞も置くことができるか。）
　　　・適切な活用形が選ばれているか。
　　　・テンス・アスペクト，肯定。否定等の綱約があるか。
C　主節の文末表現とムード表現
　　　・接続語に適した文末表現やムード表現が使われているか。
D　主語・主題
　　　・従属節と主節の主語が同じか違うか。
　　　・主語は主題化できるか否か。
　　　・主語・主題が省略されるか否か。
E　副詞
　　　・適切な副詞が使われているか。
　　　・副詞と述語の呼応が正しくなされているか。
　　　・副詞の文中での位置は正しいか。
F　語順
　　　・従属節の興醒節の文それぞれにおいて，また，爾者にわたって正
　　　　　　　　　　　　　　　一　150　一
　　　しい語順であるか。
学習者の誤用も，以上のA～Fに関係するものが多い。
11．4．1　理由節
1）従属節が主節に対して理由・原困を衰すものである。「から」「ので」
「ため（に）」「て」がその主なものである。
（1）　もう遅いから，急、げQ
（2）自転車がパンクしたので，修理してもらいました。
（3）信号機の故障のため（に），電車がとまってしまった。
（4）きのうは隣の部屋がうるさくて，寝られなかった。
2）理由節に共通して見られる学習者の誤りは，従属節と主節の逆転である。
「おなかが痛いから，授業を休む。」というように，日本語では，理由が先に
来て結果がうしろに来るが，初歩の学習者は，「授業を休むから，おなかが痛
いです。」のように，理由と結果を逆にすることがある。母語の語順の影響
によるものと思われるが，中級レベルでもうっかり出てしまう誤りなので，
注意させておく必要がある。
3）「から」は会話の中で終助詞的に使われることが多い。理由をちょっと
添えるという程度の表現で，「S1から，　S　2」の「から」のように論理的
な因果関係を表すものではない。
（5）ちょっと待ってください。すぐ来ますから。
「から」ほどではないが，「ので」も終助詞的に用いられることがある。
一15ユー
　㈲　あとで来ていただければありがたいんですが。早取り込んでおりますので。
　この終助詞的「から」や「ので」の使い方も，外国人学習者にはなかなか
わかりにくい点である。《→終助詞》
11．4．2　トキ節
1）滑節の動作，行為，状態の起こった時間を表す従属節である。トキ節を
作る接続語には，「とき（に）」ドてから」「あと（に）」「前（に）」「うちに」
などがある。トキ節内に主語が現れるときは通常「が」をとる。
（7）
（8）
（9）
（IO）
（ll）
仕事が終わってから，スポーツジムに行く。
手紙を書くときに，いつもこのペンを使ってください◎
運動したあと（に），栄養ドリンクを飲む。
B本に来る前（に），日本のことをいろいろ勉強した。
a．さめないうちに，どうぞお飲みください。
b．勉強しているうちに，眠ってしまった。
2）トキ節で学習者の問題点となるのは，接続語（「とき（に），てから，あ
と（に），前（に），うちに」）の前に来る動詞・形容詞・名詞述語（名詞÷
だ）の活異形，およびテンス・アスペクトである。
　「から」は直前にテ形，「あと（に）」はタ形，「前（に）」はル形をとる。
「うちに」の前には異形は来ない。また，「あと」「前」に名詞が付くと「名
詞十の」となる◎
　「とき」の場合は，その動作が発話時点で完了しているかしていないかで
ル形とタ形が使い分けられる。《→単文・複文，テンス・アスペクト》
3）学習者にとってのもう一つの問題点は，接続語のうしろに来る助詞であ
る。具体的には，「ときは／ときに」，「あとで／あとに」，「前に／前は／前か
　　　　　　　　　　　　　　一152一
ら」，「うちに／うちは」の意味の違いが問題になる。
　基本的には，「に」がっくとある一つの時点（トキのポイント）を表す。
そして，主節では，その時点で何をした／するという，動作・事態の発生な
どが述べられることが多い。
　一方，「は」が付くと，従属節が主題的になるため，主節では，動作・事態
の発生よりむしろ一般論が述べられることが多い。
㈹　a．運動したあとに，栄養ドリンクを飲むQ
　　b．運動したあとは，体が軽く感じられる。
11．4．3条件節
肇）主節の内容が成立するための条件を示す従属節である。条件節内に主語
が現れるときは，通常「が」をとる。
　条件には，順接条件「と，（れ）ば，たら，なら」と逆接条件「ても」があ
るが，ここでは順接条件を取り上げる。
???????スイッチを入れると，モータが動き出す。
わからなければ，係員に聞いてください。
あした雨が降ったら，試合は中止です。
北海道に行くのなら，車の免許を取っておいたほうがいいよ。
上の例は仮定条件を表す文であるが，「たら」「と」は既定条件（すでに起
こった事柄）を表すこともができる。
⑰　ドアを開けると，晃知らぬ男が立っていた。
G8）　ドアを開けたら，見知らぬ男が立っていた。
一　153　一
　「たら」には，条件というよりむしろトキを表す胴法もある。
　㈱　食事がすんだら，私の部屋に来てください。（漏食事がすんだあとで）
2）条件節に関する学習者の問題は，「たら」「（れ）ば」「と」そしてドなら」
の使い分けであるQ
　「たら」「（れ）ば」「と」と「なら」との違いは，前者が「従属節における
事態→主筆における事態」という時間の前後関係があるのに対し，Fなら」
には特にそのような時間関係がない点である。
　⑳　北海道へ行ったら／行けば／行くと，必ず襟裳輝に出かけます。
　⑳　北海道へ行くなら，セーターを2，3枚余分に持っていったほうがい
　　いよ。
　⑳では「北海道へ行く一〉襟裳岬へ行く」という時間的順序が存在する。⑳
は「北海道へ行く」と「セーターを持っていく」は岡時的な出来事であり，
時間的な前後関係はない。
　「たら」と「（れ）ば」「と」との違いは，主節末に意志表現や命令表現が
現れやすいか否かという点である。ドたら」は主節末に意志表現や命令表現
をとることができるが，「（れ）ば」「と」は磯節末に意志表現は現れにくい。
　⑳　旅館に着いたら，一杯やろう。
　㈱？旅館に着けば，一杯やろう。
　⑳？旅館に着くと，一一asやろう。
　⑳　部屋に入ったらコートを脱ぎなさい。
　㈱？部屋に入ればコートを脱ぎなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　一　154　一
　⑳？部屋に入るとコートを脱ぎなさい。
　ただし，従属節が状態性述語の場合は，「（れ）ば」のうしろに意志表現が
来ることができる。
　㈱　暑ければ，海で泳ごう。
　⑳？暑いと，海で泳ごう。
　⑳　暑ければ，コートを脱ぎなさい。
　（31）？暑いと，コートを脱ぎなさい。
3）その他の「たら」「（れ）ば」「と」の特徴は次の通りである。
　「たら」　　：従属節の内容と主節の内容の関係は，特定の一回きりの事態
　　　　　　　である。
　「（れ）ば」：従属節の内容と主節の内容との問に，法則的な依存関係があ
　　　　　　　る。
　「と」　　　：従属節の内容と主節の内容との間に，一般的な依存関係（因
　　　　　　　果関係）がある。
　11．4．4　　目自勺節
1）主節が表す事柄の醗的を表す従属節である。
　（32）生活費の足しにするため（に），アルバイトをしている。
　繍　臼本語がもっと上手に話せるよう（に），いつもテープを聞いています。
　㈹　渋谷に行くには，何線が一番便利ですか。
　絢　このバスは東京駅に行くのに便利だ。
　　　　　　　　　　　　　　　一　155　一
2）学習者は目的節の「ために」と理由節の「ために」とを混同する。「留
学するために臼本へ来た。」の「ために」は目的を表すが，日本へ来る理由
を表すとも解することができる。このように目的と理由には連続性がある。
（しかし，夕形を用いて「留学したために…」とすると理由・原因しか表さ
ない。）
　学習者は目的節のヂために」と「ように」を必ずといっていいぐらい混同
する。「ために」の前には意志を表す動詞，「ように」の前には可能形などの
状態を表す動詞が来ることが多い。「ように」は「結果としてそのような状
態になる」ということを表す。
㈹　スワヒリ語を習得するために，勉強する。
（鋤　スワヒリ語が話せるように，勉強する。
　「ように」の前には意志動詞が来ることもあるが，その場合も，「ように」
の：本来の意味である「結果として～するという状態になる」という意味で用
いられている。
㈱　子供が勉強するように，親が子供部屋を片づける。
3）「には」と「のに」の使い分けも学翌者には難しい。「には」が目的節を
主題として，主節に比較的長い判断文を持って来ることができるのに対し，
「のに」は主節に「使う」「便利だ」「ふさわしい」などの述語が来る比較的
短い文しか来られない。（この場合，「のに」は動詞「使う」，形容詞「便利
だ，ふさわしい」などの補語であるとも考えられる。）
働　教育改革をするには，まず現場の先生方の意見を集め，それを専門家
　を加えた検討会で協議し，…Q
⑳　今が教育改革をするのにふさわしい晴期である。
　　　　　　　　　　　　　　一156一
11．4．5逆接節
従属節が主節に対して，譲歩，反対，対比の条件を示すものである。
⑳　このセーターは色はいいが，デザインが古’くさい。
㈱　彼に話したけれどt聞いてくれなかった。
㈱　雨が降っても，決行します。
㈹　みんなが反対しているのに，彼女はあの男と結婚してしまった。
1）「が，けれども（けれど，けど）」と「のに」は，雨者が欄別的な事柄で
の逆接関係を示すのに対し，後者は常識的・一般的な見方に反する結果が生
じたことを示す。そのため，「のに」は現状が予想と異なることに対する不
満・不審の気持ち・評価を表すことが多い。
㈲　雨が降っているが（降っているけれど），彼は出かけていった。
㈱　雨が降っているのに，彼は出かけていった。
　また，「のにjと「ても」も意味が異なる。「のに」は未定の（まだ実現し
ていない）事柄には使われにくく，既定（今行われているか，すでに行われ
た）事柄に使われる。一方，「ても」は未定・既定どちらの事柄にも使われ
るが，どちらかと言えば未定の事柄に使われることが多く，飼別的な事柄よ
り一般的な事柄に使われることの方が多い。㈹と次の翻’を比べても，「のに」
と「ても」の違いがわかる。
㈹’みんなが反対しても（反対していても），彼女はあの男と結婚するだろ
う。
一　157　一
　ただし，⑳のように，「ても」は「疑問詞～ても」の形で既定の事柄につ
いて用いることもできる。
㈱　いくら待っても，山田さんは来なかった。
11．4．6　並立節（二三節）
　従属節が主節と対等の関係に立つものを並立節（並列節）と言う。ここで
は「S1÷接続語，　S　2」「S1＋接続語，　S　2＋接続語，　S　3」という形式
について説明する。
1．テ形による名詞文・形容詞文・動詞文の並立節
　⑱　a．彼は大学の教授で，評論家だ。
　　　b．奥さんが社長で，ご主人が会計だ。
　囎　あのスーパーは安くて，品物が豊富だ。
　（5①　夫が料理を作って，私が食べる。
2．連用申止形による形容詞文・動詞文の並立節
　励　あのスーパーは安く，品物が豊富だ。
　（52＞夫が料理を作り，私が食べる。
3．「たり」や「し」
　㈱　日曜臼は洗濯したり，掃除したり，買い物に行ったりします。
　㈹　あの店は値段も安いし，雰囲気も良い。
　テ形による並立節と連用中止による並立節では，テ形のほうが各節の連続
性が強く，連用中止のほうが独立性が強い。また，文体上は連用巾止による
並立節のほうが書きことば的である。単調さを避けるために，文章の中では，
　　　　　　　　　　　　　　　一　158　一
㈹のように，テ形（一重下線）と連用中止（二重下線）による並立節とが併
用されることが多い。
翻　・・八階天井のはりに頭をぶっけ，はりとエスカレーターのベルトに首
　　をはさまれて，宙づり状態になってしまったのである。数分後に地下
　　一階から保安係員が駆けつけて，エスカレーターを逆回転させ，救出
　　したが，少女は病院で死亡した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柳田邦男が死角誰，新潮文庫）
一　159　一
12．副
????
チェック
　次の語を知っていますか。チェックして下さい。
　□様態の副詞　　　臼程度の副詞　　　　□量の副詞
　［：］頻度の副詞　　　ロテンス・アスペクトの副詞
　臼陳述の副詞　　　□評価の副詞
　□文副詞　　　　　口呼応
1）副詞は主として，述語や文，または他の副詞を修飾する。（9は述語を，
②は文を，（3）は他の副詞を修飾している例である。
（1）大変寒い。／すぐ行く。
（2）幸いけが人はいなかった。
（3）もっとゆっくり話して下さい。
　副詞は必ずしも文の構成上必須の要素ではなく，それがなくても文は成り
立つ。
　また，副詞は客観的な意味（コト的な意味）を表すものから，話し手の主
観的な判断（ムード的な意味）を表すものまで非常に多岐に渡り，かっ両者
は連続的である。
2）日本語教育の立場から，副詞はどのように分類して指導するのが良いの
であろうか。それを考えるために，外国人学習者が，副詞についてどのよう
な誤りをおかしやすいかを考えてみる。
　　　　　　　　　　　　　　　一160一
1．呼応関係がっくれない。
〔肯定・否定〕
　（4）＊日本語はあまり難しいです。（ab日本語はあまり難しくないです。）
〔ムード〕
　（5）？東京へ行ったら，田川先生を必ず訪ねたほうがよい。
　　　（→田川先生を必ず訪ねなさい。）　　　（副詞と文末表現との呼応）
　㈲？講演会があるとき，必ず聞きに行きます。
　　　（→後援会があるときは，必ず聞きに行きます。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（副詞と取り立て助詞）
〔接続語（接続助詞）〕
　（7）＊あまり食べすぎておなかが痛くなるよ。（→あまり食べすぎると）
　　　　　　　　　　wt　一　tvX
2．文中での位置が不正確。
　（8）＊そのような質問にはほとんど答えられる入間がいない。
　　　（→そのような質問には答えられる人間がほとんどいない。）
3．意味を取り違えたり，類似の意味の副詞との使い分けができない。
　⑨＊私が彼に会うときは，きっと雨が降る。（→いつも）
　㈹＊もう一度連絡して下さい，確かに連絡したほうがいいです。（→確実に）
4．文体的な特徴（書きことば的か話しことば的か，フォーマルかカジュア
ルかなど）がわからない。
　㈲？日本は工業や技術が非常に進んでいる。私が来Rしてからも新製品が
　　いっぱい作られた。（→たくさん／数多く作られた）
5。形容詞の副詞的用法で語形変化を間違える。
　　　　　　　　　　　　　　一161一
（12）＊あした早くに来てください。（→早く）
　上記1．にあげた例は，「あまり，ぜんぜん」などの副詞は否定と呼応する，
「（た）ほうがいい」というムード表現には「必ず」はふさわしくない，「～
とき」に「必ず」が続く場合は「～ときは必ず」になりやすい，といった副
詞と厳り立て助詞との関係付けが，学習者には難しいことを示している。2．
の副詞の文中での位置，3．の意味・用法の使い分けなどももちろん重要で
あるが，やはり最も大切なのは，副詞と他の要素との関係付けである。
　以下は，益岡隆志・田窪行則（1992）の分類を基本にして，学翌者の誤用
を考慮して試みた副詞の分類である。（代表的な副詞のみをあげる。）
1．様態の劇詞
　動作の様態や，対象の結果状態を表す。
　（1＞ゆっくり歩く。
　（2＞堂々と自分の意見を言う。
　③　じっと　静かに聞いている。
　（4）はっきり返事をしてください。
　（5＞ぐっすり眠っている。
　（6）机の上をきれびに掃除する。
2．程度・量の副調
　「大変，とても，一番ずっと，さらに」のように程度のみを表すもの，「た
くさん」のように量のみを表すもの，「少し，ずいぶん，かなり，だいぶ，相
当，だいたい，もっと，あまり，ほとんど」のように程度と量の両方を表す
ものがある。
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??????????????
程 度
大変よくできました。
とてもきれいだ。
世界で一一一・番暑い日Q
日本のほうがずっと寒い。
塩を加えるとさらにおいしくなる。
この試験は少し難しい。
ずいぶん重いですね。
かなりいい線を行っていますね。
だいぶよくなりましたね。
怪我の程度は相当ひどいQ
だいたいおいしくできた。
もっと大きく書いてください。
このカレーはあまり辛くない。
祖母はほとんど苦しまずに死んだ。
??????????
巌
ご飯を少し盛ってください。
ずいぶん詰め込みましたね。
かなり灰が降ったようだ。
人がだいぶ滅ってきた。
お金を相当注ぎこんだようですよ。
だいたい全員揃いましたQ
いい本をもっと読みたい。
きょうはあまり食べられなかった。
ワインをほとんど1本飲んだ。
どうぞ，たくさん食べてください。
3．関わりの副詞
　文中の他の要素と呼応する形で用いられる副詞。以下のような種類がある。
〔テンス・アスペクトに関わるもの〕
（1）かって（かって）地球は海だった。
　（2）春がもうすぐやってくる。
　（3）これからどんどん暑くなりますよ。
　（4＞さきほどお電話した者ですが。
　（5）今にも雨が降りそうだ。
　㈲　そのことはすでに多くの人が知っている。
　（7＞準備はもう終わりました。
⑧　ちょうどお電話しようと思っていたところです。
　（9）朝ご飯をまだ食べていない。／まだ前のアパートに住んでいる。
（10）卒業以来，ずっと同じ会社に勤めている。
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????????日本語がだんだん難しくなってきた。
とうとう死んでしまった。
ついに3K登頂を果たした。
やっと一学期が終わった。
きのうはじめておすしを食べたQ
試験が終わったらtまず，新宿に行って映画を見たい。
また遊びに来てください。
〔頻度に関わるもの〕
㈱　彼女はいつもにこにこと笑顔を絶やさない。
㈲　年上の人には敬語を使うように常に気をつけている。
⑳朝ご飯はたいていトーストとコーヒーです。
　⑳　若いころはよく遊び團つたものだ。
⑳　自己を過儒する者はしばしば失敗をする。
㈱　両親に時々手紙を書く。
〔述語否定との呼応〕
　⑳　日本語があまり話せない。
　㈱　フランス語が全然わからない。
㈱　夫は家事を全く手伝ってくれない。
⑳10年前と少しも変わっていない。
㈱　彼女は料理にほとんど手をつけなかった。
〔ムード（意志，命令，不確実性など）に関わるもの〕
⑳　きっと来てくださいね。／きっと勝ちます。
㈱　ぜひ一度おじやましたいと思います。／ぜひいらっしゃってください。
鋤　彼はたしかお金を持っていないんじゃないか。／たしか彼は今年還暦
　　のはずだ。
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???????????ええ，確かにそう言いましたよ。
今晩はたぶん大雨になるだろう。
もしかしたら彼が盗んだのかもしれない。
まるでその場に居合わせたようだ。
出来心でつい盗んでしまいました。
彼にはどうしても（絶対に）負けられない。
どうも変だなあ。／どうも風邪を引いたらしい。
なんだかいやな気分になってきたわ。
まるで人形のようだ。
なんてきれいな人だろう。
よほど嬉しかったらしい。／よほど嬉しかったと箆える。
〔接続助詞に関わるもの〕．
　⑱　あまりに忙しいと，能率が悪くなってくる。
　　　　　　　　　M圓せっかく作ったのに，だれも食べてくれなかった。
　　　　　　　　　．vvv’
　㈱　せめて一言でも声をかけていたら，こんなことにはならなかっただろ
　　　　　　　　　　　　　　　wr
　　う。
㈱　もし雨が降ったら，この袋が役に立つはずだ。
　　一　　　　　　　　　　　　　　w
⑳　いくら頼んでも聞いてくれない。
　　　　　　　tvVV
4．独立の副詞
　発話内容に対する話し手の評価や，発言に際しての話し手の姿勢や態度を
表す。文副詞とも呼ばれ，文全体に関わるものとして文頭に来ることが多い。
〔評価を表す副詞〕
（11当然何らかの覚悟はしているはずだ。
　（2＞あいにく留守にしていてすみませんでした。
（3）さいわい類焼をまぬがれた。
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（4）　もちろん彼のよいところはみんな認めているが。
㈲　むろんそんなことは百も承知している。
㈲　ハナちゃんが女優になったんだって。やはり蛙の子は蛙だね。
（7）せっかくいらっしゃったのですから，どうぞゆっくりしていってくだ
　さい。
⑧　せめてお名前だけでも聞かせてください。
（9）さすが田申さん，よく知っていますね。
〔発雷を司る副詞〕
働　先生，実は朝から熱があって……。
㈲　みんな大変そうにしているが，実際はそんなでもない。
　（12）あの社長はいわば飾りものだ。
㈱　世界には名山と呼ばれる山がいくつかある。たとえば，キリマンジャ
　　ロやモンブランがそれだQ
㈹　点数は問題ではないQ要は生徒がどこまで理解しているかだ。
5．その他の副詞
〔限定を表す副詞〕
　（1＞これは未成年者，特に10歳以下の子供には与えてはいけない。
　②　これは単に大学だけの問題ではなく，教育全体に関わる問題だ。
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13．接　続　詞
　　チェック
　　　次の語を知っていますか。チェックして下さい。
　　　□接続詞
　　　⊂i順接　　　　　　□逆接
　　　〔コ添加　　　　　　□対比
　　　□転換　　　　　　□同列
　　　□補足
1）接続詞は文または語をつなぐ働きを持つ。次の（1）～（3）の下線部が接続詞
と呼ばれるものである。
（1＞先週は用事があった。だから，パーティに参加しなかった。
（2）その事件を軽く考えていた。ところが，それは大事件だった。
（3＞きのう村本建設が倒産した。つまり戦後最大の倒産が発生したという
　ことだ◎
　接続詞の分類は研究者によって異なる部分があるが，本書では，甫川孝
（1978）にしたがい，接続詞を次の7種類に分類する。
1．順接（前の内容を条件とし，その帰結を導く接続詞）
　　　　「だから，それで，したがって，そこで」など
2．逆接（前の内容に反する内容を導く接続詞）
　　　　「だが，しかし，けれども，でも」など
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3．添加（前の内容に付け加わる内容を導く接続詞）
　　　　「そして，それから，また」など
4．対比（二者選択）（前の内容に対して対比的な内容を導く接続詞）
　　　　「または」など
5．転換（前の内容から転じて，別個の内容を導く接続詞）
　　　　「さて，ところで，それでは」など
6．同列（前の内容と同等とみなされる内容を導く接続詞）
　　　　「つまり，すなわち，結局」など
7．補足（前の内容を補足する内容を導く接続詞）
　　　　「なぜなら，もっとも，実は」など
以下，それぞれの接続詞について見ていく。
順接「だから，それで，そこで，したがって」
　（4）彼はうそをつく。だから，信用できない。
　（5）去年うちを建てました。それで，今お金がありません。
　（6）わからなくて困った。そこで，先生に尋ねた。
　（7）日本は経済不況だ。したがって，就職が難しくなっている。
　「だから」では，前文と後文とで明確な因果関係が述べられている必要が
ある。「だから」を用いると，話し手の主観的な判断という意味合いが強く
なる。前文と後文は「（理由づけ）。だから，（結果の判断・意志）」という意
味関係にあることが多い。
　「それで」は，「だから」と違って，原因・理由を積極的に示す意識はない。
「事の成り行き上、おのずと後文のような結果が生じる」という意味がある。
　ヂそこで」は「その時点で」という意味を表す。そして，その中に理由や
きっかけ的な意味合いを含むことが多い。しかし，「だから」「したがって」
「それで」と比べて，原因・理由づけの性格が弱く，自然な流れとしてそう
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した，そうなったという意味合いが強い。
　「したがって」は書きことばである。主観性の低い，論理性・客観性の高
い理由づけを表す。また，後文にはムード性の高い表現（意志，願望，依頼
など）は来にくい。
逆接「だが，しかし，けれども，でも」
　（8）彼は実力がある。だが，どういうわけか試合には勝てない。
　（9）私は果物が好きだ。しかし，りんごは嫌いだ。
　⑯　あなたの事情はわかりました。けれども，今度の申し込みは明日まで
　　です。
　（11）辛いものはあまり好きではない。でも，食べることは食べる。
　「だが」は文章でも会話でも使われる。会話では「だが」は男性語として
用いられる。「だが」は前文から予想される内容と食い違う内容の場合，ま
たは，前文と全く食い違う意見や感想を付け加える場合に使われる。「だが」
は事実を述べるときに適している。話し手の主観的判断が入ると「しかし」，
会話ではヂでも」になる。
　「しかし」は逆接だけでなく，対比，転換，補足にも用いられる。基本的に
は，前文を受けてそれと反対，または一一部違うことを述べるときに使われる。
　「けれども」は前文の内容を認めっっ，同時に後文で述べる事柄も共存す
ることを表す。「しかし」に比べてやや話しことば的で，「けれども」「けれ
ど」「けど」の順でくだけた言い方になる。
　「でも」は話しことば的で，男女ともに用いるが，どちらかというと女性
語である。「でも」は論理的な逆接関係を示すというより，言い訳や弁解を
する，感想・疑問を述べるなどの感情的な発話が続くことが多い。
添加「そして．それから，また」
　働　彼女は1989年に卒業した。そして，次の年に結婚した。
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㈲　コーヒーをください。それから，おしぼりもお願いします。
㈹　言語とはまず音声である。また，文字もその一要素である。
　「そして」「それから」の意味・機能は大きく並立（並列）と継起に分けら
れる。並立（並列）は二つの事柄が同時に成り立つことを表し，継起は二つ
の事柄が時間的に連続することを表す。⑫は継起（13）は並立（並列）を表す。
　「また」は付加と列挙の意味・機能を表す。時間とは関係しない。前文と
後文が並列，対等の関係にあることを表す。
対比（二者選択）「または」
　㈲　本法令は，法人または個人に対して適用される。
　「または」は二者選択を表す。「A（か），またはB」（A，Bは語・句・文）
の形を取り，AとBは形の上でも意味の上でも対比的・並列的になる。
転換「さて，ところで，それでは」
　⑯　そろそろ終わりだ。さて，これから何をしようか。
　⑰　私の仕事は終わりです。ところで，君の仕事はどうなっているの。
　⑱　皆さん全部そろってますか。それでは，出発しましょう。
　「さて，ところで，それでは」は，話の次の展開へ移る前触れ語として用い
られる。いずれも話しことば的である。
　「さて」は，話の展開の方向をいったん曖昧にして，疑問の形で新しい話
題を提出することが多い。また，次の行動・行為に移る合図として使われる
ことが多い。どちらかと言えば年輩者に用いられるが，手紙文では話題転換
の形式語として広く使用される。
　「ところで1は，「さて」「それでは」と同じく話題転換の接続詞である。
そこまでの話に区切りをつけて，他の話を新しく導入する働きをする。「～。
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ところで，～か。」のように，うしろに質問が続くことが多い。話しことば
であるが，やや堅いフォーマルな感じの表現である。
　「それでは」は，前文の内容をふまえて新たな話題や場面に切り換えると
きに用いられる。相手の発話を受けて，「それでは，～ましょう。」という形
をとることが多い。
同列「つまりrすなわち，結局」
　（19＞きのう村本建設が倒産した。つまり戦後最大の倒産が発生したという
　　ことだ。
　⑳　個人のイニシアティブ，すなわち自主性がなくなってきている。
　⑳　頑張ったが，結局だめだった。
　「つまり」「すなわち」は「言い換えれば，換言すれば」の意味であり，前
の語句や文を受けて，それと同等の内容を表す別の表現を続ける時に用いら
れる。「つまり」は，聞き手の理解を深めるために，言い換えによって結論
づけようとする。「すなわち」は，「つまり」のように結論づける働きはなく，
「つまり」より断定的な言い方になる。「すなわち」は書きことば的，「つま
り」はより話しことば的である。
　ヂ結周」は，fつまり」「すなわち2のような話し手による結論づけという
意昧はなく，事態の終結を表す。その点では，「総括」のような劉の項騒を
立てたほうがよいかもしれない◎「結局」は事態の流れや経過を表す文に用
いられやすい。事の成り行きを表すが，話し手の判断が入る。その判断はや
やマイナスの結果への評価を表す。
補足「なぜならrもっとも，実は」
　⑳　愛されなかった子供は人を愛することができない。なぜなら愛そのも
　　のを知らないからである。
　㈱　このごろ日本語の授業を受けています。もっとも週2回ですが，役に
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　立つと思います。
⑳　きのう風邪を引いたと言ったけれども，実はそれは嘘です。すみませ
　ん。
　「なぜなら」は前文の事柄について，その事柄の理由や原因を説明すると
きに用いられるQ書きことば的である。
　「もっとも」は「とはいうものの」「ただし」の意味を表す。前文で述べら
れた事態・判断について，後文で部分的な条件づけをおこなう。
　「実は」は，話し手が直面する，または直面した状況や事態に対して，本当
の事情を打ち明ける表現である。話し手自身に直接関係する事柄であること
が多い。
2）外国人学習者の従属節の習得において，ポイントとなるのは次のA～F
である。
Sl 接続詞 S2
a ????? two
D
E
S1は前文を，　S　2は後文を示す。　A～Eは次のような内容である。
A　接続詞そのものに関するもの
　　　・適切な接続詞が使われているか。
　　　・その接続詞の意味・用法が正確に理解されているか。
B　S2の主題・主語（主語／主題の脱落など）
　　　・主語は省略できるかできないか。
　　　・主語は主題化されるかされないか。
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C　接続詞のうしろの副詞・副詞句
　　　・必要な副詞・副詞句の脱落はないか。
　　　・適切な副詞が使われているか。
D　接続詞に適したS2の文末表現
　　　。接続詞にあった文のタイプやムード表現が使えるか。
E　S1，S2の文体の一致
　　　・S1とS2とで同じ文体（丁寧体・普通体）が用いられているか。
　学習者の誤用も，このA～Eで起こることが多い。A～Eに関する学習者
の誤用を1以下にあげる。
㈱＊日本語の授業をさぼりたい。すると先生に電話をした。（吟それで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A：接続詞が不適切）
㈱＊マリアさんはきょう恋人にプレゼントとして，きれいな車を買ってあ
　げた。つまり，φ好きなので何でもする。（→彼女は彼が）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B：S2の主語・主題の脱落）
⑳＊図書館へ行ったっもりでした。しかし，φ郵便局に行きました。
　　（→問違って）　　　　　　　　　　　　　　　（C：副詞旬の脱落）
㈱＊雨が降っている。そのうえ風も強くなる。（→強くなってきている）
　　　　　　　　　　　　　　　（D：接続詞に適したS2の文末表現）
㈱＊彼はよく勉強した。だから及第しました。（→及第した）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E：S1とS2の文体の一致）
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